
日常メンテナンスガイド



メンテナンスの前に 安全上の注意点

作業手順

安全の確保

・清掃・注油・調整作業を行う前にまずマシンが正常稼働できるかをチェックします。

（ケーブルや部品の破損、緩みの点検。可動部がスムーズに動くか、等を点検）

・注油をおこなう際は、必ず注油箇所の汚れをパーツクリーナ（市販品）等で洗浄

拭取りしてから注油作業をおこなってください。

（注油箇所を洗浄せずに注油すると、理想的な潤滑効果が得られません）

・作業中、可動部に手などを挟まないよう十分にご注意ください。

・可動部を動かしながら作業をおこなわないでください。

・ケーブルなどのパーツの取り外しを行う際、ケーブルによってひっぱりあげられて
いるハンドルアーム等の可動パーツが落ちてくる場合があります。
パーツの取り外しを行う際は、関連する可動部品に細心の注意を払ってください。



日常のメンテナンス項目
点検→清掃→注油→調整 の順で 作業を進めます

• 目視点検・触診（部品破損、緩み、経年変化）

• 動作チェック
点検

• 汗や汚れ、古い油、ホコリなどの除去

• 可動部への注油（摩耗の防止、スムーズな動作）
清掃・注油

• ≪点検の結果 調整が必要な場合に行う≫

• ケーブルの張り調整

• ボルト、ねじ類の締め付けなど

調整



基本メンテナンス スケジュール

毎日

毎週

毎月

点検 ・始業前点検（マシンが正常に稼働するか）
・ワイヤーケーブルの損傷やゆるみ、プーリーからの脱輪がないか
・ウェイトシャフトの汚れ、潤滑油の不足を点検（必要に応じて洗浄、注油）
・ウェイトピンの損傷や、目視でわかる範囲で部品損傷などがないか

清掃 ・ウェイトスタックやカバー、フレーム、シートパッド類の汗やホコリの除去
（水に浸けて固く絞った雑巾等でふき取り）
＊塗装面や樹脂製部品等の変色や劣化の原因となる場合がありますので、洗剤のご使用は極力避けてください

点検 ・ワイヤーケーブルの張り具合の点検
（緩み、または張り過ぎによるトップウエイトの浮きがないか）

・アジャストピンや、シートスライド調整部など可動部の動き

清掃 ・本体フレームを含むマシン全体の清掃（水に浸けて固く絞った雑巾等で）
＊塗装面や樹脂製部品等の変色や劣化の原因となる場合がありますので、洗剤のご使用は極力避けてください

・ウェイトシャフトの汚れの除去
・各可動部、関節部などの汚れの除去

注油 ・ウェイトシャフト、アジャストピン、シートスライド調整部などの洗浄と注油
（テフロンスプレー）＊潤滑油の塗り過ぎにもご注意ください。

点検 ・ベアリングの点検（動作時の異音など）
・各ボルト、ねじ類に緩みや脱落がないか

注油 ・金属部品の摩擦部、ベアリング等への注油（グリース等）

調整 ・ボルト、ねじ類の緩み締め付け（緩みがあれば）

＊ このスケジュールは一般的な目安です。使用状況に応じてメンテナンスの頻度を調整してください。



カバーの外し方
• ウェイトタワー上部のカバー
６ｍｍ六角穴ボルト４点止め

• カウンターの配線に注意

＊上部カバーの裏にはカウンターの配線がつながっています(引き抜き注意)

＊カウンター基板上に単3電池が2本取り付けられています(単3アルカリ)

カウント表示異常の際は、まず、この電池をご確認ください(要定期交換)

• フロントカバー・リアカバー
カバー上側は金具にかけてあります

カバー底側は金具に差し込んであります



ウェイトシャフトの洗浄と注油

ウェイトシャフトの潤滑状態
＊ウェイトシャフトの潤滑は、ストレングスマシンにとって最も重要
な点検ポイントです。

この部分の潤滑状態が悪くなることで、正常な負荷を得られなく
なったり、ケーブルの緩みやプーリーからの脱輪の原因になること
があります。

・ウェイトシャフトの潤滑状況を、こまめにチェックして
ください。
(週1回程度、シャフトの潤滑状態を見て注油頻度を調整する。)

(VERSAシリーズには、2本のメインシャフトと、2本のサブウェイトシャフトが搭載

されています。)

・シャフトに汚れが付着していれば、市販のパーツクリーナー等
洗浄剤を使用して、汚れを完全に拭き取ってください。

・洗浄後、潤滑油（PTFE配合潤滑油推奨）をシャフト全体に
まんべんなく塗布してください。
(ホコリを吸着することがありますので、潤滑油の塗り過ぎには
ご注意ください。)

推奨洗浄剤：パーツクリーナー・ブレーキクリーナーなどの
速乾性溶剤（スプレー）

推奨潤滑剤：『トリフロー・クレ工業CRCスーパー5-56』などの
PTFE（フッ素樹脂・テフロン）配合の潤滑スプレー



その他潤滑のポイント
• スライドチューブおよび

アジャストノブへの注油
パッドの位置調整部のスライドチューブ、シャフト

アジャストノブ金属部などの汚れやホコリをふき取り

潤滑剤を噴霧した布などで塗り広げます。

赤い矢印（毎週～月2回）

＊ 潤滑油のつけ過ぎにご注意ください。(垂れない程度)

＊推奨潤滑剤【クレ工業スーパー5-56】など

テフロン(PTFE・フッ素)配合オイル

• その他関節部、ベアリングなど
への注油
レッグプレスのシート下やプーリーなど、ベアリングを
使用した可動部や、アームの関節等のホコリや汚れをふ
き取り、グリースを塗布します。

緑の矢印 (毎月～3ヶ月に1回)

＊ 注油の前に、必ずその部分の汚れを拭き取ってから行っ
て下さい。

＊ 推奨潤滑剤【グリース】は、スプレー式も使用可。

*基本的にはPTFE配合潤滑剤であれば、ほとんど全ての関節

スライド部分、可動部品への注油が可能です。

しかし、関節の可動状況などの条件によっては、長期に渡る

良好な潤滑状態の維持が難しい場合があります。

*ベアリング等、汗や水分の侵入を完全に防ぎたい部分には

グリースの使用をお勧めしております。

シート調整部

アーム関節

スライドチューブ

シート調整部

その他可動部

シャフト・ボタン



各部調整方法

• ワイヤーの張り点検・調整
ケーブルの緩み、または張り過ぎによるトップウェイト浮き
がないか点検、必要に応じて調整します。

指を引っ掛けて張りを点検（トップウェイト上で、ワイヤー
を横方向に2～3㎝引っ張った時に、トップウェイトがカタカ
タと動く程度）＊張り過ぎるとトップウェイトが浮きます。

• 調整方法
右回し(時計回り)でケーブルを張る、左回しで緩む

(張り過ぎにも注意 ＊トップウェイトが浮きます)

ロックナット ワイヤーボルト

まずロックナットを緩めてから、ワイヤーボルトを調整



各部調整方法

• カウンターセンサーの調整
カウンターはマグネットセンサーによって作動しています。

カウンターの読み取りに不具合のある場合、センサーとマグ

ネットの位置調整を行って下さい。

＊ 動作を開始してもカウンター表示部に文字が表示されない場合、電
池切れの可能性が考えられます。単三アルカリ乾電池をご使用く
ださい。(電池の取り付け位置はカウンター表示部の裏側、トップ
カバー内にあります。)

固定ボルト(緩めて左右にスライド) マグネット位置

マグネット取り付け金具 センサー

センサーとマグネットの間隔は双方が接触しない範囲で
３ｍｍ程度が理想的です。

マグネット取り付け金具をスライドさせることで、位置
調整が可能です。

２～３ｍｍ程度



各部調整方法
• ボルト・ねじの緩み調整(増締め)
ハンドルグリップにズレや、ぐらつきがある場合

グリップ固定ボルトの締め付けを行って下さい。

キャップ固定ねじ(3㎜六角レンチ)

グリップ固定ボルト(4㎜六角レンチ)

• その他ボルト等締め付け部の
点検、増締め

各ボルトの緩み点検、緩んでいる場合
は、増し締めを行って下さい。

・本体フレーム固定ボルト

・シート・パッド固定ボルト

・部品固定ボルト、ねじ類

など、あらゆる部位のボルト類

抜け落ちやすい、緩みやすいボルト・ネジ類

には、ねじ止め剤のご使用を推奨いたします。



推奨潤滑剤・洗浄剤について
• 推奨潤滑剤
• テフロン(PTFE・フッ素）配合の潤滑スプレー

• 万能グリース（リチウムグリース）

注＊シリコン潤滑剤の使用はお勧めできません

テフロン(PTFE)潤滑スプレー グリース(ペースト･スプレー)

あらゆる箇所の潤滑に対応可 ベアリングや長期潤滑が必要

KUREスーパー5-56 な個所に

トリフローなど 万能グリース(リチウム石鹸基)

PTFE･テフロン･フッ素配合 ＊モリブデン配合のグリース

と記載のあるもの が、特におすすめです

• 推奨洗浄剤
• パーツクリーナー・ブレーキクリーナー

などの表記のあるスプレー式溶剤

パーツクリーナーや シリコンスプレー

ブレーキクリーナー等の 使用しないでください。

表記のあるもの 塗布した場所から這い広がり
石油系溶剤（速乾） 床すべりなどを招き易く

ウェイトシャフト･摺動部 古い塗膜の除去が困難です

汚れや古い油分の除去に使用

×



FAQ よくある質問

・Q: 日常の重要なメンテナンスは？

・A: ウェイトシャフトの洗浄注油とケーブルの張り

調整は、もっとも重要なメンテナンスです。

ケーブルが緩んでいたり、ウェイトの潤滑状態が悪い

と、ケーブルの脱輪など、 様々な弊害を起こします。

また、ウェイトプレートの上下動を妨げる抵抗にも

なり、正しい負荷を得られなくなります。

ケーブルの張り点検調整とシャフトの潤滑状況確認

洗浄、注油(テフロン潤滑剤を薄く塗りつける)作業を

こまめに行って下さい。

・Q: 汗染みの対処方法は？

・A: 樹脂製カバーや、塗装フレームに染みついて

しまった汚れを、元通りにに戻す方法は、残念ながら

ありません。

（汗の成分が、材質そのものを変質させてしまう為）

汗や汚れなどが、染みついてしまう前に除去すること

が非常に重要となります。

通常、マシンのふき取り清掃には、水だけで固く

絞った雑巾などをご使用ください。

汚れのひどい場合には、水に中性洗剤を少量入れた

希釈液で絞った雑巾でふき取ってください。

（希釈率は 水100：中性洗剤１程度）

・Q: 錆の対策方法は？

・A: 潤滑用のテフロンスプレーや、グリースなどで

ある程度の錆防止が可能です。

塗装されていないパーツ

(メッキパーツや、金属むき出し部分)その他錆びつきの

気になる部分に、これらの潤滑油をウエス(ぼろ布)につけ

薄目に塗り付けてください。（定期的に上塗りが必要）

錆びる前に対策しておくことが重要です。

既に錆びてしまった場合は、パーツクリーナーやワイヤー

ブラシなどで、錆びた部分を極力落とし、同様に潤滑油を

塗っておきます。

・Q: ケーブルの脱輪防止策は？

・A: ケーブルの脱輪は、様々な原因で起こります。

弊社では、納品時に可能な限りのケーブル脱輪防止策を

施しておりますが、ご使用方法によっては、これを防げない

ケースがあります。

Ultra･Aura･Versaシリーズなど、ケーブルを使用した機器

では、可動域を超えた動きやスピードトレーニング、または

ウェイトを勢いよく落とすなど、誤った使用方法によって

脱輪等の故障を起こすケースがございますのでご注意下さい。

ご使用者様への正しいワークアウトのご指導、サポートを

お願い致します。



使用工具について（Ultra）

• 主要工具

• 六角レンチ

(アレンキーレンチ L字型棒レンチ)

サイズ 3㎜ 4㎜ 5㎜ 6㎜ 8㎜ 10㎜

• コンビネーションレンチ

サイズ 13㎜ 16㎜ 17㎜ 21㎜ 22㎜

• モンキーレンチ

• プライヤー

• ＋－ドライバー

• ウエス（ぼろ布、ペーパーウエス）



ご使用上の注意点

製品ご使用上の注意点

弊社製品 ・Ultra(G7)（G7V2）

・Aura(G3)

・Versa

上記、ウェイト吊下げ式マシン

(ワイヤーまたはベルトでウェイトプレートを
吊下げる構造のトレーニング機器）は全般的に
スピードトレーニング等、速い動きや急激な動
作を伴うトレーニングを目的として設計されて
おりません。

またそれら急激な動きを伴うトレーニング方法
は、関節を痛めるなどのリスクも伴いますので

ゆっくりとした動作でご使用いただけます様

ご指導の程お願い申し上げます。

部品破損や故障を発見されましたら

ただちにマシンの使用を中止して

ジョンソンヘルステックジャパン

カスタマーサービスまで

ご連絡ください。

―是非ご利用ください―

対応が早く、便利なWEB修理受付

24時間受付！ 画像も送信可能！

https://johnsonjapan.com/repair-
request

お電話での受付は

カスタマーサービスフリーダイヤル

０１２０－５５７－３７９
〒108-8435

東京都港区海岸 3-3-8 安田ビル2F

ジョンソンヘルステックジャパン株式会社

https://johnsonjapan.com/repair-request
https://johnsonjapan.com/repair-request
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